
平成30年度進捗評価シー ト(中間)

伊賀市歴史的風致維持向上計画 (平成28年 5月 19日 認定)

(最終変更平成29年 3月 31日 )
く平成30年 12月 末現在>

□進捗評価シート(様式1)

●担僣体制(様式1-1)

1喉酔駐鍋難朝蝋璧篠ぜ
鋒詢 ………¬

②重点区域における良好な景観を形成する施策(様式1-2)
1伊賀市の都市計画との連携

0歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項 (様式1-3)
1史跡上野城跡保存整1薦事業            ¨    4
2史跡旧崇広堂保存整備事業            ¨    5
3俳聖殿等 ,肖防施設整備事業            ¨    6
4春 日神社
=殿
解体修理事業            ¨    7

5ヘリテージマネージャー活動支援事業               8
6伊賀市空き家情報バンクdaco(ダ ーコ}不動産運営事業 ¨    9
7松生家活用事業                    -  11
9まち巡り拠点施設整備事業 (成瀬平馬屋敷門活用事業)     …12
9修景助成事業                        10
10ボケットパーク整備事業              …    14
11道路美業化事業 (上野城下町区域)         ¨ …  15
12道路美卿 ヒによる歩行者空間整備事業 (島ヶ原区域) …    16
10宿場町景観保存・・ 備事業 (島ヶ原区域)       …    17
14上野天神祭のダンジリ行事 民俗文イヒ財伝承 活用等ユ   ー …13
業 (保存事業 )

15上野天神祭のダンジリ行事 民俗文イヒ財伝承 活用等
= 
―   …19

¨ 3

20
¨  …   21

23

24

25

27

23

29

業 (活用事業 )

大村神社例大祭 民俗文化財伝承 活用等事業

初瀬街道まつリイベント支援事業

文化財説明看板設置事業

●文イビ財の保存又は活用に関する事項(様式1-4)
1文化財調査の調査 研究及び条例に基づく:旨定の推進
2文化財の保護事業の推進
0文化財の保存 活用の普及 啓発
4埋蔵文イビ財の保護

0‐l果 影響等に関する報道 (様式1-5)
平成30年 4月 ～平成31年 3月

0その他 (2‐l果等)(様式1-6)
1歴史まちづくりの効果

□去定協議会等におけるコメントシート(様式2)
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「伊賀市歴史的風致維持向上協議会」、「伊賀市歴史的風致維持向上計画策定庁内検討会
|:雲壁重議J、「伊賀市歴史的風致維持向上計画推進庁内会議Jの設置
□未着手

訃画に記載して
いる内容

関する協議ならびに計画の円滑な実施に係る連絡調整を行い、歴史的風致の維持又は向上に
資する取り組みや、計画の推進状況の報告 評価に関すること等を所掌するため、歴史まちづく
り法第11条に基づく「伊賀市歴史的風致rIE持向上協議会」を平成26年 (2014)11月 1日に設置し
た。
「伊賀市歴史的風致維持向上計画策定庁内検討会議」本計画の策定に向けて、必要な事項
を検討し、計画の策定及び計画による実施事業を一体的かつ円滑に推進することを目的に、平
成26年 9月 1日に「伊賀市歴史的風致維持向上計画策定庁内検討会議Jを設置し、庁内の連絡
調整、計画の進行管理 計画の変更など本計画による事業の推進に必要な調整を行った。

伊賀市歴史的風致維持向上協議会」:伊賀市歴史的風致維持向上計画の作

第フ回伊賀市歴史的風致維持向上協議会開催 第1回伊賀市歴史的風致維持

対応方針 (自 由記

「伊賀市歴史的嵐致維持向上推進庁内会議J本計画の推進体制については、まちづくり音「局
である建設部 産業振興部と、文化財の保護部局である教育委員会を計画推進の事務局とし、
庁内の関係各課で組織される。計画推進のための庁内の連絡 調整の組織として位置づけた。
また、国 県の関係機関との必要な協議を行い、相談や適切な支援を得る。

定性的 定量的評価 (自 由記述)x=晟″ュ続■7″な範囲で
賀市歴史的風致維持向上計画策定庁内検討会議」、「伊賀市歴史的風

平成28年度 会Jを平成26年に設置し、平成28年の認定後もこの組織体制を維持している。.平成28年度は、
計画変更(第 1回 )を申請し、認定を受けた。

当初計画した事業を進めたが 新規事業の検討等に着手できなかつたため、伊賀市歴史的風
平成29年度 致lE持向上協議会を開催することができなかったが、次年度以降は 新規事業の検討に着手

し、計画の改訂について取り組みたい.

平成30年度 庁内会議 第8回伊賀市歴史的風致維持向上協議会開催、組織改編により関lT部局は25課と
なった.

にあたちでの

評価対象年度 平成30年度

□計画どおり進捗している
■計画どおり進121していない

進捗状況の報告及び新規事業の検討にかかる「伊賀市歴史的風致維持向上
協議会J、「伊賀市歴史的風致維持向上計画推進庁内検討会議」について、
定期的な開催を行なう。

「伊賀市歴史的風致維持向上推進庁内検討会議Jの推移

計画認定時 (平成28年度 )

総務合「

総務課

企画振興音F

総合政策課

文化交流課

財務部

財務課
産業振興音F

農林振興課

農村整備課

南工労働課

観光戦略課
中心市街地推進課
建設音F
建設 1課
建設 2課

都市計画課
下水道課

建築住宅課
公共基盤推進課

伊賀市消防本部

消防総務課

水道部

水道総務課

伊賀支所

伊賀支所振興課

lp■山支所

阿山支所振興課
大山口支所

大山口支所振興課
島ヶ原支所
島ケ原支所振興課
青山支所
青山支所振興課

教育委員会事務局
文化財課

平成23年 度

平成28年 5月 19曰

伊賀市歴史的風致維持向上計画認定

平成28年 5月 20曰
伊賀市議会議員全員協議会で計画認
定を報告

平成20年 9月 フ曰
島ヶ原地区まちづくり協議会へ計画
内容説明

平成28年 10月 13日

第 4回中部歴まちサミット参加

平成29年 3月 22日
第 6回伊賀市歴史的風致維持向上協
;銀会
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平成29年度

総務部

総務課

企画振興音F

総合政策課

文化交流課

財務合,

財務課

産業振興部

農林振興課

農村整備課

商工労働課
観光戦略課

中心市街地推進課
公共基盤推進課

建設部
建設 1課

建設 2課

都市計画課

建築住宅課

伊賀市消防本部
,肖防総務課

上下水道部
水道総務課
下水道工務課
伊賀支所
伊賀支所振興課
liI山支所
阿山支所振興課
大山口支所
大山口支所振興課
島ヶ原支所
島ヶ原支所振興課
青山支所
青山支所振興課
教育委員会事務局
文化財課

平成29年度

平成29年 10月 13 19曰
第 5回中部歴まちサミット参加

平成29年 11月 30日

上野城下町区域における
地元との意見交換

平成30年 2月 20日
庁内ワーキンググループ会議

「伊賀市歴史的風致維持向上推進庁内検討会議」の関係各課

平成30年度

総務部

総務課

企画振■部

給合II策課

文化交流課

財務部

財務課

人権生活環境部

市民生活課

産業振興音F

農林振興課

農ホ1整備課

商工労働課
観光戦略課

中心市街地推進課

建設部

都市計画課
道路河川課
企画管理課
企業用地整備課

建築課
住宅課

伊賀市消防本音F

上下水道部
水道工務課
下水道工務課
伊賀支所
伊賀支所振興課
阿山支所
阿山支所振興課
大山口支所
大山口支所振興課
島ヶ原支所
島ヶ原支所振興課
青山支所
青山支所振興課
教育委員会事務局
文化財課

平成30年度

平成30年 4月 25日
曰土交通省■部地方整備局
「歴まち
=地
視察」

平成00年 5月 26曰

第 7回伊賀市歴史的凰致樅■
向上協議会開催

平成30年 10月 16 17曰
第 6回■部歴まちサミット参加

平成31年 1月 23曰

第 1回伊賀市歴史的風致維持向
上計画推進庁内検討会議

平成31年 2月 19曰
第 3回伊賀市歴指定風致維持
向上協議会開催
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伊賀市の都市計画との連携 ■実施中
口未着手

伊賀市における良好な景観形成に関する施策として、都市計画マスタープランや景観計画等
に基づいた市の政策、二重県屋外広告物条例がある。これらの施策と連携し、良好な景観形成
の面から重点区域の歴史的風致の維持及び向上を図る。

平成28年度:島ケ原区域及び阿保区域の重点区域指定と景観計画を説明

平成29年度:島ヶ原区域及び阿保区域内の景観重点区域協議、景観審議会開催

平成30年度 島ケ原区域及びliI保区域内の景観重点区域協議、市街地重点区域の協議組織の再編

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

本計画と市の各種計画との整合1■を図り 重点区域の歴史的風致の向上を
図る.

平成23年度         平成29年度         平成30年度

0島ヶ原区域の重点区域指  o島 ヶ原区域及び阿保区域内  0島 ヶ原区域及び阿保区域内
定及び景観計画説明     の景観重点区域協議       の景観重点区域協議

O阿保区域の重点区域指定  0景 観審議会
及び景観計画説明
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進捗評価シート (様式1-3)

史跡上野城跡保存整備事業
■実施済
□実施中
□未着手

事業期間 平成14年度～平成28年度
支援事業名 回宝重要文

`ヒ

財等保存整備費補助金 (文化財保存事業)

認:l鷲ぎて躍11撃望基Iを含鼻果貧黒熙雀最肥 瑠∬ξ寿彎 蕊ポ器県
'' 
の修復や城代屋敷建物の遺構 建物跡の平面表示、説明看板等施設の整備工事を実施する.

平成28年度:薯
駿蜃

城代屋敷跡整備工事 サイン設置工事。城代屋敷の説明と誘導を意識した案内

平成29年度:平成29年 12月 2日 、整備完了説明会を開催 .

実施 検.Iにあたっての課題と対応方針 (自 由記述)

日が日i獄り遣修妥l::ぃ  1計画通り事業を完了した。

平成29年度

整備完了説明会の様子

城代屋敷 遣構表示(東から, 整備完了説明会の様子

平成28年度

伊賀市-4
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項目

史跡 曰崇広堂保存整備事業

事業期間 平成18年度～平成23年度
支援事業名 国宝重要文化財等保存整備費補助全 (文化財保存事業 )

評価対象年度1  平成30年
1 現在の状況
■実施済
□実施中
□未着手

平成23年度:量霊響予易雷諄iし
て建物土壁補修や便益施設改修、庭国の樹木の剪定と伐採を行ない、修

平成29年度:平成29年 12月 2日 、整備完了説明会のを開催 .

進 捗 状 況 x計画年次との方港 |

実施 検討にあたつての課題と対応方針 (自 由記述)

■計画どおり進力している  計画通り事業を完了した。□計画どおり進捗していない °

状況を示す写真や資料等

北控所や渡廊下の土壁修理後 整備完了説明会の様子

樹木の伐採や選定後

平成28年度 平成29年度
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項目                  1 現在の

|:量[量
春曰神社拝殿解体修理事業

事業期間 平成28年度～平成31年度

支援事業名 文化財保護事業補助金 (県指定文化財等補助事業 )

計画にE・L載して過去の修理履歴から解体修理が行われて三百年余りが経過じ 建物の軸音「が不安定な状況
いる内容 にある春日神社拝殿の解体修理を行う。

定性的 定量的評価 (自 由記述)x定漏減″耐ナ可能な範囲で
室町時代 (15世紀以前)に建てられた春曰神社拝殿は 不同沈下や腐食といった経年劣化が進行しているた
め保存修理事業を実施している.

平成23年度1搭屹 ♀霞楊11:膚影計憎笏 F支
障となる構造物を移動し

平成20年度:解体工事に着手し、一般建築資材等を購入。現場説明会を1回開催 (135名 参カロ)。

平成30年度‐
蟹臨 畠渕 露豪鳥言

施し 耐震

`甫

強等を検討した。合F材ネ甫修や主要部材を購入 .

日肇目舘

`遣

修ヒモtキ2ぃ ほ』聾聾語瞥31肇餞装』『 1堤認
に解体修理するため、事業期間を延長す

平成28年度 平成29年度

解体工事の様子 解体工事後

平成30年度

解体工事の様子解体工事前の拝殿 解体工事着手 素屋根

伊賀市-7
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ヘリテージマネージャー活動支援事業

事業期間 平成29年度～平成37年度
支援事業名 市単独事業

魃
ヘリテージマネージャーを養成し、登録有形文化財建造物の登録を推進する。

平成28年度:登録有形文化財の現地調査 整理

平成29年度:3件 (曰料理旅館九重本館、日料理旅館九重男1館、日料理旅館九重門及び塀)答申

平成30年度 :登録有形文イヒ財の現t調査 整理

■計画どおり進捗している
□計画どおり進力していないレ→―‐硼動い雌費は釧ヒ

平成28年度

現地調査 整理
平成29年度

曰料理旅館九重旅館 答申
平成00年度

現地調査 整理

別館 竹の F●5外観

本館門及び塀

本館 2階 広間

本館北棟

伊資市-3
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(様式 1-3)

伊賀市空き家情報バンクda。。(ダーコ)不動産運営事業(伊賀流空さ家バンク事業)

平成27年度～平成37年度

市単独事業

市内の空き家情報をストックし 貸したい人 借りたい人、地域内の不動産業者等の連携により
空き家の有効活用を図る.

平成28年度:購入(賃貸)希望者85世帯登録 物件登録数46件、物件成約数6世帯(19人 )

平成29年度:購入(賃貸)希望者107世帯登録、物件登録数46件、物件成約数17世帯 (43人 )

平成30年度:購入(賃貸)希望者340世帯登録、物件登録数143件、物件成約数40世帯 (98人 )

利用者登録 物件登録共に当初の想定を大幅に上回り 郊外の空さ家が減
少傾向にある。一方で 中心市街地の空き家活用が進ます 空洞イιが進んで
いる.

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

物件登録数は順調に増カロし、物件登録者の7害 1近 くが、市外居住者で 築50年以上の物件が多く

用登録世帯数の推移 居住地

伊賀市への移住 定住を希望している世帯は、増加傾向にあり 当初想定の借以上の実績を上
げ 計画通り進捗している.

伊資市-0

状況を示す写真や資料等

炒賀濠 さ家 ′ヽンク  ー

物件登録申請数の推移 居住地



伊賀市への移住者数は、二重県下では 1位 東海エリアでは5位となり、順調に成約
数を伸ばしてtヽ る.

官民連携の取り組み

n,1の 黙務協定を,`,:

空き家バンク制度は、全国の市区町村が取411みを行つている中、伊賀市は、独自性を高め、伊賀
に住みたい :住み続けたい !と思える空き家バンク制度を構築するため「伊賀流空き家バンクJとし
て、二重県下の主要団体と協定を結び、空き家所有者や移住 定住希望者のサポートを行える体
制を構築し、ワンストップサポート支援を実施している。
また、全国の市町村で初めてとなる建物の適正価格を評価する仕組みを構築し「伊賀流安心住宅
プラン」として住宅診断と耐震診断、不動産鑑定を組み合わせたサービスを展開、また、全国で3番
目となる.農地法第3条の特例を適用し、空き家バンク利用登録者が物件を購入すれば、付属する
農地を1ドから取得できる制度を展開、その他、空き家バンク登録物件維持管理サービスや健の預
リサービス、空き家バンク物件のリフォーム補助金や家財除去補助制度など、不J用者ニーズに応え

内覧会の様子

実施 .

伊賀市-10



□実施済
■実施中
□未着手

平成21年度～平成37年度

上野西mTにおいて町屋を活用して整備した「松生家」で、地場産品を活用した店内飲食、惣菜
販売、物産販売などのテナントミックス事業を展開する.

施設には、1日平均100人の来店がある。主に地元の方から安心した食を提供する店として認
知され利用されている。また、休日には観光客が来店し、地元食材を使用したお店として食事を
楽しんだり、土産品を買い求めるなどして賑わつている。また、多目的スペースでは地元の方の
習字教室として利用されている。

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

年々、来店者が減少気味で、売上減少等の課題が生じている。また、古い建
物のため修繕にかかる費用が事業者の負担となっている。

内部の様子

平成28 29年度の様子

伊賀市-11

進捗状況 米計画●次との対応 | (自 由記述 ,



進捗評価シート (様式1-3)

□実施済
まち巡り拠点施設整備事業(成瀬平馬屋敷門活用事業)               ■実施中

支援事業名 亀倉縁奢姜層塗含51炉普整菫吾菫糞編繁最露季誉I撃鰤辱言F成
27年度)社会資本

まぷ暉ζ
【
成瀬平馬屋敷F51文久年間)及び当該敷地を活用し まち巡り拠点の整備を行う。

平成28年度:平成29年 3月 に市の文化財指定となつた。

平成29年 5月 に市指定文化財として保存修理するための設計見直し業務を発注し同年9月末に

平成29年度:完了した。平成29年 6月 、フ月に3回に亘り成瀬平馬家長屋門保存改修検討委員会会議を開催
し、保存修理の内容を検.lした。

平成30年度,IF30年 3月 に政修工事の契約を締結した。その後
一部建物を解体しながら調査を行つてい

進捗沐■ ●こ甲マ

“

●ヽ■ 1     実施 検討にあたつての課題と対応方針 (自 由記述)

一部建物を解体しながら調査を行つたところ 当初の調査では見つけられな
■計画どおり進力している  かつた事項が新たに判明したため 検討委員会を開催し、今後の改修方法に
□計画どおり進捗していない ついて検討を行つた.

長屋門の保存修理工事は 平成30年 3月 ～平成32年 2月 の予定である.

指定時の長屋門

平成20年度

状況を示す写真や資料等

平成30年度

現在 (工事着手前)の長屋門の姿

伊賀市-12

(自 由記 述 )x定 量的評価 Iま訂縫な範囲
`

平成28年度

工事着手後



伊賀市-3

定性的 定量的.T価 (自 由記述)x局動循勒″可能な範図で

:景観形成対象物である土塀の修復等3件に対して1167千 円の助成を行つた。

実施 検討にあたつての課題と対応方針 (自 由記述)

状況を示す写真や資料等

修復後

修復後



進捗評価シート (様式 1-3)

ポケットパーク整備事業

平成2a年度～平成32年度

社会資本整備総合交付金 (街なみ環境整備事業,(平成28年度)市単独事業(平成29年度～

重点区域内において歴史的なmr並みに配慮したポケットパーク 広場の整備を行う.

平成28年度(平成29年 3月 からポケットパークこ隣接する県道改良工事開|.・ .
県道改良工事は平成20年 9月 末完了.ポケットパーク内にトイレや損乳室を含む施設の設置を

平成29年度
―行うことから、地元自治会等への説明、設計業者の選定に時間を要していたが 平成30年 2月
に設計業務を発注した.

平成∞年度‐1諄鵡 爾 許轟 碧 1鸞 篭
`,の

施設管理方鋼 二,ヽて自治協議会等

■計画どおり進捗している
口計画どおり進捗していない

整備敷地は以前にあった信用金庫建物取壊し時に理蔵文化財調査済みであ
るが、東大手門跡地に隣接しているため、慎重な工事実施を行うこととした
い。また、誰もが安心して快適に施設利用できるよう、防犯対策等を講じ事業
を進めたい。現在、工事開始は平成31年 2月頃で平成31年 7月完成を予定し
ている。

県道政良工事前のポケットパーク

予定地の様子
県道政良工事完了後のポケッ
トパーク予定地の様子

ポケットパーク設計バース図

平成29年度平成28年度

伊賀市-14



道路美装化事業 (上野城下町区域 )
口実施済
■実施中
□未着手

事業)(平成23年度～平成32年度)

街なみ環境整備事業費補助金 (平成20年度～平成22年度)社会資本整備総合交付金 (都市
再生整備計画事業)(平成23年度～平成27年度)、 社会資本整備総合交付金(街なみ環境整備

上野天神祭におけるだんじり及び鬼行列の巡行路線を中心に、道路の脱色アスファルト舗装及
び側溝改修を行う.

平成28年 8月 ～平成29年 1月 に市道愛宕町恵美須町T.1延 260mの道路美装化工事を行つた。

平成23年 12月 ～平成29年 7月 に市道農人町′ヽ幡町線延260mの道路美装イし工事を行つた。愛

平成28年度 :

平成29年度 :

岩町意美須町線は、芭蕉翁五庵の中で唯―現存する蓑虫庵に隣接する市道で、秋には蓑虫庵
で芭蕉祭に関するイベントや灯りの城下町イベントも開催される。美装化事業との相乗効果によ
る回遊性の向上が期待される。

平成∞年度義質磐羅贔き弄暦僣りll臨1凱目1蜜鰐般3名盟君智i橘篠魂l勘

実施計画路線で残っている部分である市道九之内久米線 (100m)は平成30
年度に実施予定であり、市道農人mT′ 幡ヽ町線北側(450m)の事業実施を平成
32年度までに進める。

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

道路美装化後の市道農人口
八幡町線

道路美装化後の市道愛宕町

恵美須町線

道路美装化後の市道丸之

内久米線

23年度～29年度
|     __

平成28年度

伊賀市-15

定性的 定量的評価 (自 由記述)×定量崚 価iま可能な毎日τ

進力状況 ※計置,次とのガオ '      実施 (自 由記述)

状況を示す写真や資料等



道路美装化による歩行者空間整備事業(島ヶ原区域)
□実施済
口実施中
■未着手

平成29年度から平成37年度

重点区域において周遊する 歩道整備を行う。

平成29年度は 島ヶ原地域まちづくり協議会による島ヶ原駅から観吉提寺にいたる路線の清掃活動が行わ
れ 景観保全に努めた。

□計画どおり進捗している
■計画どおり進捗していない

整備区城等については、島ヶ原地域まちづくり協議会と協議をすすめ、具体的
な計画や事業について検討する必要がある。

島ヶ原宿から観書提寺べ

伊賀市 -16

定性的 定量的評価 (自 由記述)未定量崎評価は可能な撼圏て

実施 検.Iにあたっての課題と対応方針 (自 由記述 )

状況を示す写真や資料等



宿場町景観保存整備事業(島ヶ原区,)
□実施済
口実施中
■未着手

事業期間 平成29年度から平成37年度

支援事業名 市単独事業

17聾露よ
て
宿場町周辺において側溝整備及びカラー舗装整備を行う。

定性的 定量的評価 (自 由記述)x庁』″評
"≠
可能な範囲で

島ヶ原まちづくり協議会により、島ヶ原宿本障を拠点とした自主事業「竹あかりのうたげ」が実施されている.宿
場町の景観整備を行うことにより、歴史的風致のよリー層の向上を図りたいと考えているが 地元との協議は
未実施で具体的な支援には至つていない。

□計画どおり進捗している
■計画どおり進捗していない『量[59隋鼈 隕 瀞 翻蠅下

大和街道を進む子ども神奥 lT子

"の
様子

大和街道 (本陣跡付近)

伊賀市-17

状況を示す写真や資料等



平成28年度

西町雪洞

平成29年度
平成30年度

鍛治町楼車

伊賀市-18

鍛治町楼車

進捗評価シート (様式1-3)

③-14

風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項 日 現 F■の 状 況

上野天神奈のダンジリ行事 民俗文化財伝承 活用等事業 (保存事業 )

|:貫髯量
事業期間 平成15年度～平成37年度

支援事業名 国宝重要文化財等保存整備費補助金(文化財保存事業 )

計画に湿載して
いる内容

重要無形民俗文化財上野天神祭のダンジリ行事に使用する用具等の修理、復元新調等を実
施する。

定性的 定量的評価〈自由記述)X越
"評
価、ま可能な壺日で

平成28年度:西町雪洞30基の復元新調と徳居町大鼓台の修理を行つた。

平成 29年度 :[器
筆『 翫 椰 ∫

秋の新 .・ と鍛冶町校車の解体修理を行つている.攣冶町楼早の 1●理

平成30年度:鍛治町楼車解体修理が終了し、東町楼車の車輪修理に取りかかっている。

進捗状況 ※計画年茨との蔵オ 実施 検討にあたつての課題と対応方針 (自 由記述 )

■計画どおり進捗している
□計画どおり進ltしていない

復元新調や修理には多額の費用が見込まれる。

状況を示す写真や資料等



魚町楼車御簾

上野天神祭のダンジリ行事 民俗文化財伝承 活用等事業(活用事業,
□実施済
■実施中

慮読麟謝載難
平成15年度～平成07年度

魃
地域総合文化財総合活性化事業 (平成27年度～)

計画に記載して 4ヽ学生を対象にら、るさと学習会を開催し、上野天神祭の歴史を学んだりお囃子を体験したり
いる内容 する。

定性的 定量的評価 (自 由記述)X定量 評ヽ価tます議 黛脅て

平成28年度:ほ名爺 輛 蛉 ξよ菖 電子
体験会を実施したりした。囃子体験会は28年度

平成29年度 |

平成30年度‐

の参加があった.

なったりした.

実施 検討にあたっての課題と対応方針 (自 由記述)
|

■計画どおり進捗している  地域の協力を得て実施している.伝続が継承されるよう参加人数の増加を目
□計画どおり進力していない 指したい。

親子で歩こう1着物を体験しよう1城下町2018を行つたり、中町楼車でのお囃子体験会を行

平成28年度

状況を示す写真や資ll等

平成30年度

お囃子体験の様子お囃子体験の様子

平成29年度

親子で歩こう:着物を体験しよう!城下町2018お囃子体験の様子

伊賀市-19

尋価輌o‐ 15
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

'日

日

進捗状況 X昴デルをつ紡



大村神社例大祭 民俗文化財伝承 活用等事業

平成16年度～平成37年度

大村神社例大祭獅子舞 神具 山車で使用する用具等の修理、復元新調等を実施する。

阿保地区住民自治協議会のメンバーが中心となって11月 23日 に開催された例大祭獅子舞に
平成29年度:ついて、用具等の修繕をすることにより、地域文化の継承と歴史的風致の向上を図ることができ

ると考えているが、修繕等の支援には至っていない。

平成00年度:平成30年 11月 23日 と秋祭りが開催された。

□計画どおり進捗している  1大村神社例大祭alT子舞等について、市の無形民俗文化財として指定し、修繕
■計画どおり進捗していない が必要な用具等について地元と協議する。

平成29年度

伊賀市-20

項 目

済
中
手

施
施
着

実
実
未

□
□
■

定性的 定量的評価 (自 由記述)ス定登
"露
筵
`"歳
な範囲で

進捗状況 x争画年次とのガ″ 1      実施 検討にあたつての課題と対応方針 (自 由記述 )

状況を示す写真や資料等

lll子舞の様子 獅子舞の様子



初瀬街道まつリイベント支援事業
□実施済
■実施中
□未着手

平成17年度―平成37年度

獅子舞 禾口太鼓演奏 駕籠かき体験などのイベント、たわらや参宮講看板 F可保宿 1日旅籠の暖
簾 行燈 水車等の展示、初瀬街道ウォーキングやスタンプラリーなどの実施を支援する.

平成28年度:平成29年 3月 6日開催、約4000人参加

平成29年度:平成00年 3月 4日 開催、約4000人参加、慨旗の新調に対して支援を行つた。

平成30年度:平成31年 3月 日開催、約  人参カロ。

■計画どおり進捗している
口計画どおり進捗していない

イベントを実施している事務局の高齢化が進んでいる。NPOな どの組織の立
ち上げが必要.

初瀬街道まつりの賑わい

平成29年度

初瀬街道まつりの賑わい

伊賀市-21

X定量的評価{ま可能な範国 で

実施 検討にあたつての課題と対応方針 (自 由記述 )

や資料等

|「管



進捗評価シート (様式1-3)

文化財説明看板設置事業

事業期間 平成16年度～平成37年度

餞
納 輌 在す称 薦 対 翻 こつい0制 動 噺 設 政修 修結を動 すれ

定性的 定量的評価 (自 由記述)К定量崎評価は可歳な箕日で
指定文化,オの価ltLを説明するため、所有者と協議し文化財説明看板の設置を順次実施している。平成20年度
は射手神社 (日仏性寺)石造地蔵善薩の説明看板1基を設置した。また 蓮徳寺の既設説明看板が台風によ
り損傷したため修結した。

平成23年度:市指定天然記念物「種生のオオツクバネガシ」の説明看板1基を設置

平成29年度:落
奪房島肇薯寝財 亀

「射手神社 (曰仏性寺 )石造地蔵吉薩」の説明看板1基を設置 蓮

平成30年度 :

進捗状況 ス麺 年友との
"慮
1      実施 検討にあたっての課題と対応方針 (自 由記述)

日製創遣膳源t、 ぼl輪躍習躍繊g編鰍∬襲却鎚い薫いな

状況を示す写真や資料等

平成30年度

看板設置状況

平成29年度平成28年度

伊賀市-22

看板設置状況

看板設置状況



□実施済
■実施中
□未着手

文化財の調査 研究及び条例に基づく指定の推進

については 調査 研究を実施しその価値を適切に判断し、必要に応じて指定に
向けた取り組みを図つていく。

平成2年度:苓指電餐需冨雷賃鼎議馨う厨滉輻 稼認昴概 発テ
塔帳田02件を

文化財保護審議会2回開催、伊賀国上柘植村井近江国和田 五反田村山論関係文書 (上野丸
平成29年度:之内)の 1件を新たに市指定文化財とした(平成29年 2月 22日 )、 市指定文化財は440件となつ

平成30年度:文化財保護審議会3回開催。

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

文化財指定だけでなく登録文イヒ財についてもよリー層の登録を進める必要
がある.

有形文化財 (建造物)成
瀬平馬家長屋門

古文書 伊賀国上柘l●L
村井近江国和国 五反
田ll山 論関係文書

彫刻 寺田の地蔵害薩
坐像キ

平成28年度県指定平成23年度市指定 平成29年度市指定

史跡 松寿院供養塔

史跡 松寿院供養塔 2

伊賀市-23

定性的 定量的評価 (自 由記述)×定量的評価(ま可能な額 で

状況を示す写真や資料等



文化財の保護事業の推進
□実施済
■実施中
□未着手

市消防本部や伊賀警察署と連携し、文化財の盗難に対する見回りや防災点検、住民への啓発
活動を実施し、文化財の防犯 防災に対する意識の向上を図るようこ努める。また、文化財所
有者や管理者等に対し 防犯設備や消防設備を可能な限り設置するよう指導を実施する。

平成28年度
鏃 属ξ

劉 加 防災設備点検事業 本造獅 如来鍛 雖 寺,防災

―

、防災

平成29年度 :

平成30年度 :

町丼家住宅防災設備点検事業、木造観世音吉薩坐座像 勢至吉薩坐像(西光寺)防災施設整

町井家住宅防災設備点検事業 大村神社 (青山)徳楽寺 (西高倉)、 行者堂(島ヶ原)、 西
(阿山)、 大善寺(新堂)

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

消防署と地域の連携により開催されているが、実施場所の固定化も見られる
ことから、開催場所を毎年変えるなど文化財の防犯 :防災の意識向上を図りた
も`。

平成30年度 防災司1練

佐々神社 平成29年 1月 22日 侶1聖殿 平成00年 1月 00曰

平成29年度 防災司1練平成28年度 防災司1練

愛宕神社 平成29年 1月 21日 観書提寺 平成30年 1月 2a日
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平成30年度

項 目

文化財の保存 活用の普及 啓発

済
中
手

施
施
着

実
実
未

□
■
□

市内に所在する文化財について 広く市民や観光客に対し関心を持ってもらうことが重要であ
計画に記載して り、市ではこれまでに文化財講座、市内小学校への出前講座 資料館、文化財施設における出
いる内容  張講座、市広報へ文化財情報の掲載等を通じて市民への啓発活動を実施してきた。今後も 学

習会やケーブルテレビなどを活用した情報発信を継続的に行う必要がある。

定性的 定量的評価 (自 由記述)¨ 可能な苺口で

柘植歴史民俗資料館企画展を4回、上野歴史民俗資料館特男1展等を3回実施、オオサンショウ
平成23年度:ウオ観察会を1回、日崇広堂書道講座を2回、′`スツァーを1回、ら、るさと学習スタンプラリー

夏休み親子で歩こう1城下町を1回実施

平雌
輔 躁 翡 柵 ワ判 上を鳥韮ぎκ"ウ

オ観察会狐 旧崇広堂書道講座」

状況 文計蒔 次との
"庁
| _¨  1_皇施J会計二あとつての課題と対応方針(自由記述)

■計画どおり進捗している  1文化財を身近に感じていただけるようなイベントを定期的に実施し、情報発信

平成30年度([腺
罫詰:L舅鉗 )盟

企画展を4回 公開講座「春日神社とi生野惣荘」1回実施、資料館 学

□計画どおり進捗していない を継続していきたい。

状況を示す写真や資料等

平成30年度

オオサンショウウオ観察会
平成28年 8月 20日

全国国分寺サミット
平成29年 11月 1011日

柘植歴史民俗資料館
秋季企画展

伊賀の史跡めぐリバスッアー

平成23年 11月 26曰
文化財めぐウ スヾツアー

平成20年 11月 25日
第1回公開講座
平成30年 12月 8日

平成29年度

伊賀市-25



埋蔵文化財の保護
□実施済
■実施中
口未着手

市においては、日石器時代から近世に至るまでの周知の埋蔵文化財包蔵地が数多く確認され
ていて、その総数は2700箇所を超える。周知の理蔵文化財包蔵地における開発行為について
は、文化財保護法に基づく届出を受け、二重県教育委員会と調整を図りつつ 開発業者と協議
を行い、できる限り埋蔵文イヒ財の保護を図ることに努める。開発行為により遺構が失われる場
合は、発掘調査を実施し、記録保存を図るとともに、その調査成果の公表を行う。また、出土遺
物等についても適切な保管 管理を行うとともに、適宜資料館等において展示していく。

平成23年度 :

平成29年度 :

平成00年度 :

本発掘調査2件、試掘調査11件、立会調査7件

本発掘調査1件 試lFu調査7件、立会調査9件

本発掘調査2件、試掘調査3件、立会調査フ件

日肇ロビ憾

`遣

修しモい急ぃ 景気の動向により照会や調査の件数に増減が見られる。

野台城、野台古墳群発掘調査

伊賀市-26

項 目 現在の状況

計画に譴載して
いる内容

定性的 定量的評価 (自 由記述)xせ壼″語″チ可能な範囲τ

状況を示す写真や資料等

平成28年度 平成29年度

有井遺跡発掘調

上野城発掘調査

中山寺院跡調査



進捗評価シート (様式1-5)

五穀豊穣を祈り大江の場鼓踊り ,賀 陽夫多神社 平成30年 4月 21日 中曰新聞

明治初期の絵図寄贈 ,賀上野博覧会 平成30年 4月 21曰 中曰新聞

古墳巡り思いはせる 平成60年 4月 22ロ 中曰新聞

文化財トレカ市内版13種完成 県建築士会「貴重な建物知つて」 平成00年 5月 2日 毎日新聞

初の一般公開伊賀市指定文化財6月 16日 から 平成00年 6月 19日 you

伊賀 柘植と「■■の乱」ゆかり紹介 観光案内板を復活 平成30年 6月 27曰 中曰新聞

尺丼にだんじリパネル 伊賀 天神商店街 改修終わる 平成30年 8月 19日 中日新聞

車携し忍者文イし発信 ,賀、甲賛市長ら 神社や域跡視察 平成30年 8月 22日 中日新聞

=ん
じり「二東J屋根直る 上野天神祭へ住民試しうき 平成CO■ 3月 01日 中日薪聞

,賀で来月2日議演会「かんこ踊りJ 平成30年 3月 31日 朝日新聞

味わい深い縁の実 伊賀焼伝統技術保存会 1日崇広堂 平成30年 9月 2日 中日新聞

鬼行列 だんじり巡行 上野天神祭が開幕 伊賀の音原神社 平成00年 10月 20曰 中日新聞

だんじり 街に彩り 上野天神奈開幕 平成30年 0月 20日 朝日新聞

鬼行列 怖つ 上野天神祭ダンジリ行事 足揃えの俵 平成30年 0月 21日 朝日新聞

鬼行列:役●者の大峰山参拝「上野天神奈J地元「由来を知ってJ 平成30年「

平成30年「

0月 21日

0月 22曰

中曰新聞

勇壮 !巡lT3年ぶり 上野天神奈 新調の幕やみこし登場 読売新聞

豪華ダンジリ鬼行列 秋晴れの伊賀上野天神祭の本祭 平成00年 0月 22曰 産経新聞

待望の秋喘れ巡イテ・ t下町にコンチキチン 上野天神祭 ダンシリ 3E間 ,9万人

巡行秋大盛り 上野天神祭「神■祭J城下町に 2万人

平成30年

平成30年

0月 22曰

0月 22日

毎日新聞

朝日新聞

だんじり華やかに 上野天神祭 本祭 ユネスコ登録後、初 平成00年 0月 22日     中曰新聞
,賀の芸lll活動に光 島ヶ原拠点の集団 展覧会 平成00年 0月 27曰      朝曰新聞
桑名石取祭囃子が先陣 近畿 東海■ヒ陸民俗芸能大会 平成30年 1月 10日 中曰新聞

伊賀市空き家の改修計画 忍者の城下町をホテルに 平成30年 1月 00日 中曰新聞
文化財のFt殿直しています。 伊賀 暮日神社で8日見学会 平成30年 2月 6日 中曰新聞

,賀の踊り 県文化財に
島ヶ原ll子神楽保存会に知事表彰 子どもに伝統文化伝える

平成00年

平成30年

2月 19日

2月 19曰

朝日新聞

■曰新聞
「●t下町ホテル」設計士ら下見 平成30年 2月 21日 中曰新聞

重点区域あるいは歴史的風致等において歴史的建造物等をIIn極的に活用しており、その事例が新聞等で報

口計画の進渉に影響あり 1幅広く記事を捉えていく必要がある。
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評価軸⑤ l

効果 影響等に関する報道

llめ旦≒ タイトワレ 年 月 日

|

|

定性的 定量的評価 (自 由記述)¨ 可能な電□r

進捗状況 X鮮画 次ヽとの
"オ

実施 検討にあたつての課題と対応方針 (自 由記述)



(様式 1-6)

歴史まちづくりの効果

重点区域におけるイベント参加者数及び文化財等施設の入館者数の推移と各事業実施状況 上野城下町区

■計画の進捗に影響あり
□計画の進捗に影響なし

イベントは天候に左右され、参カロ者数に大きく反IIXされていた。上野城下
域においては城内について観光客の動きが反映されたものと考えられる。城
下mTへ観光客を導く方策が必要と考える。

文化財等施設の入館者数の推移

■点区J,名 ‖■名 二 ,
「
|,2=年席 (ス ) 1'I,2!年 庁 平 成 00年 摩 (■ )

上野城 下 n]区●

'な
■化産■ ●.

,内

10●| ||= 1`= ,25

11イデii.=´ |:'111 41■

|■ti 10 550 1 31,

i記 12 053
` ==,・ 人 l=| 20i

人
''F

,,ヽ

声

`命
+宝 じ ,せ

=
‖小 FH小十 粒 木 ■ 祓 |1可 2 ,52

`|[赤 ■ マ 生 宅
=71

,■ ,52

菫 ЦF 1'1ド

イベ ン ト参

"皓
計の■

:巨点区成名 イベ ン ト名 平成23年 度 (人 ) 平成2咋 だ (人 ) 平成 3o年 度 (人 )

上野城下肛
,■ ||■ 0,0 18 000

]`フ ェスタ 40 000 36 000
F可イ呆 河 赫 ■ つ り 4 00, 4 000
鳥 ヶ 夏 lj,り の宴 1 000 1 ,00

各事業の進捗 完了状況
事業
=■ 1 キ イ キ ,

日資まI保存11ヤ |1輩 キ  | ■ r ■ i

‖0殴キ■●|,サ 1● ‖■■ ■

`

十 i 十 T
ド■,11「摯|1佐 i● 1日,V t il ll t前 ■ i柿|■

r,● | ■柿 | 共施Ⅲ

,+=活用1姜

ポケット′‐ ク|´.●■芙
路 +lt ll li■ ■|III■ 下

“

区■ , ■|「 ,●

路 ■ ■ イ́ ● 1る オ 行 孝
=1,1,備

1,■
`島
″原
=址

) ●|●● ●瀞■ イ■■

■IT‖ 趙虔●

“

1111=14● ■,ヽ ■| |■ |■ ■ヽ 41t● |

1野 美 ||^の だ ′ に ,′ itt R松 ,′′14武  薔 用
=■
筆 イι■′11,主 ヽ ■市■ t,市 ●| ■ 1常 Ⅲ

共|[= 英i[■

初瀬ち道 まつ ,イ ^ン ト文械卒業
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法定協議会等におけるコメント (様式2)

評価対象年度 平成30年度

活 足協 議 会 キにおけ0コメント

称 :第 回伊賀市歴史的風致維持向上協議会


